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関
し
政
府
は
躍
起
に
な
っ
て
野
党

に
秋
波
を
送
り
仲
間
に
入
れ
、
懸

命
に
延
命
路
線
を
突
き
進
む
。
特

に
目
立
つ
の
が
高
校
無
償
化
・
１

０
３
万
円
の
壁
な
ど
、
お
れ
が
お

れ
が
と
国
民
に
耳
障
り
の
い
い
政

策
を
叫
ん
で
い
る
一
部
の
野
党
▼

そ
の
裏
で
自
公
政
権
と
握
手
。
維

新
は
「
高
校
授
業
料
の
無
償
化
」

と
引
き
換
え
に
軍
事
費
８
・
７
兆

円
の
大
軍
拡
予
算
に
賛
成
、
恐
ろ

し
い
こ
と
に
３
党
合
意
で
医
療
費

４
兆
円
削
減
を
実
現
さ
せ
る
と
豪

語
す
る
。
国
民
民
主
は
企
業
・
団

体
献
金
を
禁
止
し
な
い
こ
と
で
合

意
▼
安
倍
首
相
の
も
と
15
年
、
集

団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
「
戦
争

法
」、
岸
田
首
相
の
半
分
旧
式
の

ト
マ
ホ
ー
ク
最
大
４
０
０
発
購
入

約
束
、
閣
議
決
定
に
よ
る
「
敵
基

地
攻
撃
能
力
保
持
」、
バ
イ
デ
ン

氏
に
防
衛
費
２
倍
化
を
約
束
、
石

破
首
相
は
製
造
中
止
に
な
っ
て
い

る
大
型
輸
送
機
Ｃ
17
購
入
の
意
欲

を
伝
え
た
。
実
戦
さ
な
が
ら
日
米

統
合
作
戦
司
令
部
設
置
。
加
え
て

台
湾
有
事
に
沖
縄
県
民
な
ど
12
万

人
の
避
難
計
画
。
九
州
と
山
口
県

に
避
難
さ
せ
る
と
。
再
び
沖
縄
が

戦
場
と
な
る
と
い
う
こ
と
。
以
前

か
ら
言
わ
れ
て
き
た
「
ア
メ
リ
カ

べ
っ
た
り
・
ア
メ
リ
カ
言
い
な

り
」
が
よ
り
鮮
明
に
浮
か
ぶ
▼
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
は
こ
れ
ら
を
全
く
報

道
せ
ず
、
軍
事
費
削
減
・
社
会
保

障
充
実
に
は
ほ
と
ん
ど
言
及
し
な

い
。
介
護
保
険
に
関
し
て
は
自
治

体
を
巻
き
込
ん
だ
拡
充
運
動
が
広

が
っ
て
い
る
。
医
療
も
県
立
病
院

の
赤
字
が
問
題
化
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
全
国
の
病
院
で
も
診
療
所

で
も
同
じ
だ
。
医
療
・
介
護
報
酬

の
期
中
大
幅
プ
ラ
ス
改
定
が
な
い

と
崩
壊
寸
前
の
現
実
だ
。（
無
）

　

現
政
権
を
少
数
与

党
に
さ
せ
た
の
は
紛

れ
も
な
く
「
赤
旗
」

の
〝
裏
金
ス
ク
ー

プ
〞。
予
算
成
立
に
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今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
歯科保険請求Q&A〈４月１日からの
 歯科点数の改定内容について〉 ２面

６面研
面
究 保険診療のてびき「性感染症の
検査と治療法アップデート」

会員意見実態調査結果③
 「診療報酬改定〈歯科〉」 ３面

７～８面に広告７～８面に広告

春の共済制度募集春の共済制度募集
好評受付中好評受付中!!!!

兵庫県保険医協会　第105回評議員会兵庫県保険医協会　第105回評議員会

　政府は社会保障費抑制の一方で、日本の防衛費を５年間で43兆
円にまで増やそうとしています。この防衛費増の理由とされるの
は、「台湾有事」です。実際、「台湾有事」に備えて、自衛隊の南
西諸島へのミサイル配備や基地整備などが進められています。
　本当に「台湾有事」への備えは必要なのでしょうか。日本がと
るべき安全保障・外交政策について、安全保障や日米地位協定の
専門家である前泊博盛先生にお話いただきます。

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817まで

日　時 ５月18日（日）13時～　　　会　場　協会５階会議室
特別講演　16時～　「『台湾有事』を起こさせないために」
講　師　沖縄国際大学　教授　前泊　博盛氏

大
好
評
！
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

「マイナ保険証
　つくらないとダメ？」

マイナ保険証作成は任
意で登録解除もできる
ことや、今の保険証が
いつまで使えるかなど
を分かりやすく示した
リーフレットです。

ご注文は、☎078－393－1807まで

算定のポイント確認
分かりづらい分かりづらい 間違いやすい間違いやすい

　

２
０
２
４
年
６
月
の
診
療
報
酬
改
定
を
ふ
ま
え
た
歯
科
の
保
険
請

求
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
し
っ
か
り
お
さ
え
よ
う
―
―
。
協
会
歯
科
部
会

は
歯
科
社
保
学
習
会
を
全
４
回
で
開
催
中
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
キ
ス
ト

『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究　

２
０
２
４
年
６
月
版
』
を
も
と
に
ス
ラ

イ
ド
で
解
説
し
て
お
り
、
好
評
を
博
し
て
い
る
。

　

第
１
回
は
２
月
16
日
に
『
歯
周

病
治
療
の
流
れ
と
Ｓ
Ｐ
Ｔ
の
活

用
、
Ｐ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
算
定

要
件
の
確
認
』
を
テ
ー
マ
に
開
催

し
、
会
員
ら
95
人
が
参
加
し
た
。

　

お
問
い
合
わ
せ
の
多
い
歯
周
病

治
療
に
つ
い
て
、
Ｐ
の
治
療
の
流

れ
に
沿
っ
て
、
告
示
や
通
知
、
疑

義
解
釈
に
基
づ
い
た
算
定
要
件
を

再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
学
会
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
個
別
指
導
時
の

指
摘
事
項
な
ど
に
も
ふ
れ
な
が
ら

算
定
の
ポ
イ
ン
ト
を
協
会
歯
科
社

保
講
師
陣
が
解
説
し
た
。

　

第
２
回
は
４
月
13
日
に
『
基
本

診
療
料
・
医
学
管
理
』
を
開
催
。

第
３
回
は
６
月
22
日
14
時
か
ら

『
検
査
、
画
像
診
断
、
投
薬
、
処

置
、
手
術
』、
第
４
回
は
７
月
27

日
10
時
30
分
か
ら
『
歯
冠
修
復
、

ブ
リ
ッ
ジ
、
有
床
義
歯
、
自
費
へ

の
移
行
』、
第
５
回
は
８
月
24
日

10
時
30
分
か
ら
『
在
宅
・
介
護
報

酬
』
を
テ
ー
マ
に
、
い
ず
れ
も
日

曜
日
、
協
会
会
議
室
で
開
催
予

定
。

　

第
１
回
の
参
加
者
か
ら
は
「
基

本
ル
ー
ル
の
再
確
認
で
頭
の
整
理

が
で
き
た
」「
て
い
ね
い
な
説
明

で
Ｓ
Ｐ
Ｔ
に
つ
い
て
よ
く
わ
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
好

評
だ
っ
た
。
歯
科
会
員
、
会
員
医

療
機
関
の
歯
科
衛
生
士
・
歯
科
助

手
も
参
加
い
た
だ
け
る
。
参
加
可

能
な
日
程
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
ご
参
加

い
た
だ
き
た
い
。

歯
科
保
険
請
求
・
届
出
等
の

お
問
い
合
わ
せ
は
お
気
軽
に

　

歯
科
保
険
請
求
の
ル
ー
ル
確
認

や
減
点
・
返
戻
、
施
設
基
準
届
出

な
ど
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
平
日
９
時
30
分
か
ら
17
時
の

時
間
帯
で
、
☎
078
―
393
―
１
８
０

９
（
歯
科
直
通
）
ま
で
お
気
軽
に

ど
う
ぞ
。

「歯周病治療」をテーマに95人が参加した第１回歯科社保学習会

歯
科
社
保
学
習
会　

連
続
で
好
評
開
催
中
！

　協会・保団連は、これまでも診療報酬改善・不合理是正要求をまとめて厚
労省や国会議員に要請を重ねてきた。医院経営が成り立つ歯科診療報酬へ改
善させるため、先生方の現場からの生の声をぜひお寄せいただきたい。アン
ケート用紙を右上二次元コードからダウンロードし、お送りください。

2026年６月歯科診療報酬改定に向けた
不合理是正・改善要求アンケートにご協力を！

　

厚
労
省
は
４
月
３
日
の
社
会
保

障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
で
、
来

年
７
月
末
ま
で
後
期
高
齢
者
全
員

に
対
し
て
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
保

有
状
況
に
関
わ
ら
ず
資
格
確
認
書

を
交
付
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
了

承
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
今
年
７
月

末
ま
で
に
保
険
証
が
失
効
し
た
被

保
険
者
全
員
に
、
資
格
確
認
書
を

交
付
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
た

が
、
こ
の
措
置
を
拡
充
す
る
。

　

厚
労
省
は
、
延
長
の
理
由
に
つ

い
て
「
発
行
済
み
保
険
証
が
有
効

期
限
を
迎
え
る
今
年
７
月
末
に
」

「
資
格
確
認
書
の
交
付
を
求
め
る

方
か
ら
の
申
請
が
、
市
町
村
の
窓

口
に
集
中
す
る
恐
れ
が
あ
る
」
と

し
て
い
る
。
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用

率
は
昨
年
12
月
時
点
で
65
〜
69
歳

が
33
・
５
％
に
対
し
、
85
歳
以
上

は
17
・
２
％
に
と
ど
ま
る
。

75
歳
以
上
の
全
員
に
、
次
の
保

険
証
更
新
時
に
「
資
格
確
認
書
」

が
交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
患

者
、
協
会
・
保
団
連
の
要
求
が
一

部
実
現
し
た
。

　

そ
も
そ
も
従
来
の
保
険
証
が
あ

れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
措
置
を
と
る

必
要
も
な
く
、
協
会
は
引
き
続

き
、
従
来
の
保
険
証
の
存
続
を
求

め
て
い
く
。

「
居
宅
同
意
型
」
資
格
確
認

発
熱
外
来
や
リ
ー
ダ
ー
故
障
時
も

　

こ
の
部
会
で
、
厚
労
省
は
、
モ

バ
イ
ル
端
末
等
で
資
格
確
認
が
で

き
る
「
居
宅
同
意
取
得
型
」
を
、

今
年
４
月
か
ら
顔
認
証
付
き
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
の
故
障
時
、
高
齢
者

・
障
害
者
な
ど
顔
認
証
付
き
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
の
操
作
が
困
難
な
場

合
に
も
利
用
可
能
と
す
る
こ
と
を

示
し
、
７
月
頃
に
必
要
な
費
用
支

援
の
た
め
の
補
助
金
の
受
付
を
開

始
す
る
と
し
た
。

患者、協会・保団連の要求受け患者、協会・保団連の要求受け

後期高齢者全員に資格確認書後期高齢者全員に資格確認書
 マイナ保険証保有者にも　 マイナ保険証保有者にも　2626年７月まで年７月まで

厚
労
省
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〈４月１日からの歯科点数の改定内容について〉

〈歯科外来診療医療安全対策加算（外安全）の
 歯科ヒヤリ・ハット事例収集等事業への参加登録について〉

歯科保険請求
156

Ｑ１　４月１日からの部分的な歯科点
数の改定内容が知りたい。
Ａ１　歯科衛生士や歯科技工士のタス
クシフト、手間への評価見直しとの名
目で、下記の通りとなりました。施設
基準の再届出などは不要。いずれにし
てもあまりに低い評価です。
① 歯科衛生実地指導料（実地指）の口
腔機能指導加算10点→12点（＋２点）

Ｑ２　歯科外来診療医療安全対策加算
（外安全）の歯科ヒヤリ・ハット事例
収集等事業への参加登録の申請を
WEBで行い仮登録のまま外安全を届
出したっきりにしていたが、本登録は
どうするのか。
Ａ２　３月24日付疑義解釈（その22）
で「参加登録申請書」の郵送をもって
本登録となることが示されました。３
月現在兵庫歯科「外安全１」は1708件
届出で、正式登録済みは820件です。
この事業以外の要件で届出していると
ころもありますが、仮登録のままの先
生が一定数おられることが考えられま
す。外安全を届出済みの先生は一度、
日本医療機能評価機構のHPで登録完
了済みの歯科医療機関一覧があります
のでご確認ください。
　登録のみならず、歯科ヒヤリ・ハッ
ト通信や報告書などが定期的に発信さ
れていますので、継続的に医療安全対
策等に係る情報収集を行ってくださ

② 歯科技工士連携加算１、２がそれぞ
れ＋10点
［印象採得、咬合採得、仮床試適
 　共通］
　歯科技工士連携加算１ 50点→60点
　歯科技工士連携加算２ 70点→80点
※ 「光学印象歯科技工士連携加算（光
学印象）」は50点のまま変更なし

い。なお、事例報告は義務ではありま
せんが報告は個人情報を特定されませ
んし懲罰的なものではなく医療安全に
役立てることにつながりますのでご活
用ください。

［本登録方法］
　仮登録完了画面に表示される参加登
録申請書（※）を郵送してください。
〈郵送先〉〒101-0061東京都千代田区
神田三崎町１－４－17　東洋ビル　医
療事故防止事業部　歯科ヒヤリ・ハッ
ト事例収集等事業　宛
　参加登録申請書が本事業部に届いた
後、処理が完了しましたら本登録とな
り、手続き完了のお知らせメールが、
登録されたメールアドレス宛に届きま
す。⇒参加登録完了となり、事例のご
報告が可能となります。
※ 参加登録申請書の再発行手順など
は、機構HPのよくある質問に記載
されています。

　

保
団
連
は
３
月
26
日
、
東
京
都
内
の
日
本
歯
科
技
工
士
会
館
で
日

本
歯
科
技
工
士
会
と
懇
談
。
同
会
か
ら
森
野
隆
会
長
、
松
井
哲
也
専

務
理
事
、
大
西
尚
之
常
務
理
事
、
壁
谷
義
彦
事
務
局
長
、
日
本
歯
科

技
工
士
連
盟
か
ら
時
見
高
志
理
事
長
が
、
保
団
連
か
ら
宇
佐
美
宏
歯

科
代
表
、
森
元
主
税
副
会
長
、
深
井
修
一
理
事
、
白
岩
一
心
兵
庫
県

保
険
医
協
会
副
理
事
長
が
参
加
。
歯
科
技
工
危
機
を
め
ぐ
る
情
勢
認

識
や
危
機
打
開
に
向
け
た
取
り
組
み
を
交
流
し
た
。

　

冒
頭
に
保
団
連
か
ら
２
０
２
４

歯
科
技
工
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
報

告
。
全
国
で
２
０
０
２
件
得
た
回

答
者
の
う
ち
、
50
歳
代
以
上
が
８

割
に
達
し
、
１
日
の
労
働
時
間
が

10
時
間
超
の
技
工
所
が
半
数
を
超

え
、
後
継
者
の
い
な
い
技
工
所
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
厳
し
い
実
態
を

紹
介
。
宇
佐
美
歯
科
代
表
は
「
国

民
の
口
腔
内
に
歯
科
技
工
物
が
提

供
で
き
な
く
な
る
技
工
危
機
が
目

前
に
迫
っ
て
い
る
。
立
場
を
超
え

て
歯
科
界
全
体
が
危
機
打
開
の
た

め
に
立
ち
上
が
る
必
要
が
あ
る
」

と
訴
え
た
。

　

森
野
会
長
は
「
貴
会
の
継
続
し

た
取
り
組
み
に
敬
意
を
表
し
た

い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
当
方
の

実
感
と
も
重
な
る
部
分
が
多
い
。

個
々
の
事
業
所
の
経
営
努
力
も
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
一
致
で

き
る
範
囲
で
声
を
上
げ
る
こ
と
は

や
ぶ
さ
か
で
な
い
」
と
応
じ
た
。

　

ま
た
時
見
連
盟
理
事
長
は
「
１

９
８
８
年
に
当
時
の
厚
生
省
が
出

し
た
『
７
：
３
』
の
大
臣
告
示
に

よ
っ
て
、
診
療
報
酬
に
お
け
る

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

を
」
兵
庫
連
絡
会
と
し
て
開
催
し

た
「
歯
科
技
工
危
機
を
乗
り
越
え

よ
う
！
ホ
ン
ネ
で
語
る
夕
べ
〜

『
２
０
２
４
歯
科
技
工
ア
ン
ケ
ー

ト
』
結
果
発
表
も
あ
わ
せ
て
〜
」

の
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
紹
介
。「
ご

指
摘
の
よ
う
に
『
製
作
技
工
料
』

が
適
切
に
歯
科
技
工
所
に
配
分
さ

『
製
作
管
理
料
』
と
『
製

作
技
工
料
』
の
割
合
が
示

さ
れ
た
が
、
実
効
性
が
持

た
さ
れ
ず
医
療
機
関
と
技

工
所
と
の
市
場
取
引
に
任

さ
れ
て
、
技
工
所
に
矛
盾

が
押
し
付
け
ら
れ
て
き
た

経
緯
が
あ
る
。
歯
科
医
療

費
の
総
枠
拡
大
と
『
製
作

技
工
料
』
引
き
上
げ
の
両

方
を
訴
え
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
」
と
し

た
。

　

白
岩
副
理
事
長
は
そ
れ

に
応
え
、
２
月
１
日
に

れ
る
実
効
的
な
ル
ー
ル
づ
く
り
が

不
可
欠
。
公
の
責
任
で
ル
ー
ル
を

確
立
・
徹
底
さ
せ
る
こ
と
を
求
め

て
い
き
た
い
」
と
し
、
あ
わ
せ
て

「
先
日
Ｍ
Ｂ
Ｓ
毎
日
放
送
に
歯
科

技
工
危
機
問
題
で
テ
レ
ビ
取
材
を

受
け
た
。
厳
し
い
状
況
に
警
鐘
を

鳴
ら
す
だ
け
で
な
く
、
歯
科
技
工

士
を
目
指
す
若
い
方
が
希
望
を
持

て
る
番
組
内
容
に
な
る
は
ず
。
歯

科
業
界
で
議
論
を
重
ね
る
こ
と
に

と
ど
ま
ら
ず
、
国
民
世
論
を
巻
き

込
ん
だ
大
き
な
運
動
が
必
要
で
は

な
い
か
」
と
呼
び
か
け
た
。

保
団
連
が
日
本
歯
科
技
工
士
会
と
懇
談

製
作
技
工
料
引
き
上
げ
と

歯
科
医
療
費
総
枠
の
拡
大
を

白
岩
副
理
事
長
が
参
加

懇談で歯科技工危機をめぐる取り組みを交流した

解
説　

今
日
の
歯
科
医
療
を
め
ぐ
る
情
勢
と「
保
険
で
よ
り
良
い
」署
名
の
意
義（
下
）

患
者
・
国
民
の
要
求
を
実
現
す
る
歯
科
署
名

〜
患
者
・
国
民
の
受
療
権
保
障
の
た
め
に
〜

　

前
回
、
医
療
機
関
側
か
ら
見
た

歯
科
医
療
提
供
体
制
の
危
機
を
見

た
が
、
患
者
、
国
民
の
要
求
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

を
」
全
国
連
絡
会
に
よ
る
「
歯
科

医
療
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
」（
２
０
２
１
）
結
果
か
ら
見

て
み
よ
う
。

保
険
適
用
範
囲
拡
大
と
窓
口

負
担
軽
減
が
国
民
の
願
い

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
「
安
心

し
て
歯
科
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
希
望
す
る
こ
と
」
を
聞
い
た
と

費
制
度
の
改
悪
を
は
じ
め
患
者
の

窓
口
負
担
を
引
き
上
げ
る
計
画
を

次
々
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
る
受
診

抑
制
が
強
ま
り
、
患
者
・
国
民
の

健
康
を
害
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ

る
。新

技
術
の
評
価
や

保
険
導
入
も
実
現

　

不
十
分
と
は
言
え
署
名
の
成
果

は
確
実
に
あ
が
っ
て
い
る
。
例
え

ば
昨
年
６
月
改
定
の
変
更
点
と
し

て
①
抜
髄
や
生
活
歯
髄
切
断
に
対

し
て
麻
酔
薬
剤
料
が
算
定
可
能
に

な
っ
た
こ
と
、
②
歯
髄
保
護
処

置
、
歯
髄
切
断
、
抜
髄
、
感
染
根

管
処
置
、
根
管
貼
薬
処
置
、
加
圧

根
管
充
填
処
置
が
そ
れ
ぞ
れ
引
き

上
げ
ら
れ
た
こ
と
、
③
歯
周
病
処

置
（
Ｐ
処
）
の
算
定
が
、
特
定
薬

　

歯
科
部
会
は
現
在
、
①
窓
口
負
担
の
引
き
下
げ
、
②
保
険
適
用
範

囲
の
拡
大
、
③
国
の
歯
科
予
算
の
大
幅
拡
大
を
要
求
項
目
と
す
る

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
求
め
る
」
請
願
署
名
に
取
り
組
ん

で
い
る
（
６
月
下
旬
ま
で
開
催
さ
れ
る
通
常
国
会
に
提
出
予
定
）。

本
署
名
の
意
義
と
歯
科
医
療
を
巡
る
情
勢
を
解
説
す
る
後
編
。

こ
ろ
、「
す
べ
て
の
治
療
が
保
険

で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
」
が
65
・

３
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
窓

口
負
担
を
軽
く
し
て
ほ
し
い
」
が

53
・
１
％
で
（
図
１
）、
保
険
適

用
範
囲
拡
大
と
窓
口
負
担
軽
減
が

国
民
の
願
い
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。

　

特
に
保
険
外
の
治
療
の
保
険
適

用
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
賛
成
が

77
％
に
も
の
ぼ
る
（
図
２
）。
窓

口
負
担
割
合
別
の
負
担
感
を
見
る

と
、
３
割
で
は
「
重
い
」
が
41
％

に
の
ぼ
り
、
２
割
で
27
％
、
１
割

で
も
20
％
が
「
重
い
」
と
し
て
い

る
（
図
３
）。
政
府
は
高
額
療
養

剤
の
「
注
入
」
か
ら
「
使
用
」
に

変
更
に
な
り
、
軟
膏
の
塗
布
も
可

能
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
は
、
保
団

連
が
長
年
厚
労
省
に
署
名
な
ど
と

と
も
に
要
請
し
て
き
た
件
だ
。

ま
と
め

　

す
べ
て
の
国
民
が
、
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
お
金
の
心
配
な

く
歯
科
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
、
政
府
の
社
会

保
障
費
抑
制
政
策
を
転
換
す
る
と

と
も
に
、
歯
科
関
連
予
算
を
増
加

し
、
低
す
ぎ
る
診
療
報
酬
の
引
き

上
げ
と
保
険
適
用
範
囲
の
拡
大
・

窓
口
負
担
の
引
き
下
げ
を
実
現
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
今

こ
そ
医
療
者
と
国
民
が
手
を
携

え
、
全
国
規
模
で
の
「
保
険
で
よ

り
良
い
歯
科
医
療
を
」
求
め
る
請

願
署
名
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

全
国
で
前
回
実
績
の
７
万
筆

超
、
兵
庫
で
１
万
筆
の
目
標
に
向

け
、
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
呼
び
か

け
る
も
の
で
あ
る
。

図１　安心して歯科治療を受けられるよう希望することは（三つ選択）

図２　健康保険外の歯科治療の保険適用について

図３　歯科受診にかかる経済的負担感について

1000
814

520

510

254

180

140

37

65%

53%

34%

33%

17%

12%

9%

2%

すべての治療を保険で受けられるようにしてほしい

N=1532（「忙しくても受診できるようにしてほしい」を省略した地域があり、この選択肢のみN=992）

・「すべての治療を保険で受けられるように」が65.3％でもっとも多く、次いで「窓口負担を軽くしてほしい」が53.1％で
　した。保険適用範囲の拡大と窓口負担の軽減が、歯科医療改善にかかるもっとも大きな希望になっています。
・次いで多かったのが、予防のための受診が34％、保険での歯並びの治療が33％です。
・在宅医療の充実はもっとも少ない結果ですが、アンケート協力者に当事者が少ないと思われること等が影響していると
　見られます。

窓口負担を軽くしてほしい

予防のための受診を気軽にできるようにしてほしい

保険で歯並びなどを治せるようにしてほしい

感染防止対策を徹底してほしい

忙しくても受診できるようにしてほしい

在宅での歯科治療を充実してほしい

その他

41%
27% 20%

7% 9%
24%

0% 3% 3%

3割(n899) 2割(n180) 1割(n232)

【窓口負担割合別】窓口負担の家計への負担感
（「重い」は「とても重い」・「重い」、「軽い」は「とても軽い」・「軽い」の合算）

重い どちらでもない 軽い 無回答

51%
62%

52%

どちらでもない,13％

賛成,77％

反対,６％
無回答,４％
（n=1532）

・保険外の治療の保険導入については、「賛成」77％、「反対」６％で圧倒的に「賛成」が多くなっています。

　

本
紙
で
ご
案
内
し
て
い
た
Ｍ

Ｂ
Ｓ
毎
日
放
送
の
よ
ん
チ
ャ
ン

Ｔ
Ｖ
に
よ
る
「
歯
科
技
工
危

機
」
の
放
送
は
５
月
以
降
に
延

期
に
な
り
ま
し
た
。
放
送
日
が

決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
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会員意見実態調査【③診療報酬改定〈歯科〉】

7575％が歯科基本診療料引き上げを要求％が歯科基本診療料引き上げを要求
　

協
会
が
昨
年
10
〜
11
月
に
実
施

し
た
２
０
２
４
年
度
会
員
意
見
実

態
調
査
結
果
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー

ズ
。
今
号
は
２
０
２
４
年
度
診
療

報
酬
改
定
の
歯
科
の
評
価
に
つ
い

て
紹
介
す
る
。

施
設
基
準
の
追
加

「
不
満
」
７
割
超

　

前
号
で
診
療
報
酬
改
定
の
評
価

に
つ
い
て
、
６
割
近
い
歯
科
会
員

が
「
不
満
」
を
感
じ
て
い
る
と
紹

介
し
た
。

　

改
定
前
と
の
請
求
額
比
較
で

は
、「
変
わ
ら
な
い
」
47
・
１

％
、「
か
な
り
マ
イ
ナ
ス
」「
や
や

マ
イ
ナ
ス
」
は
計
32
・
８
％
で
、

今
次
改
定
は
厳
し
い
歯
科
医
院
経

営
を
改
善
す
る
も
の
で
な
か
っ
た

と
読
み
取
れ
る
（
図
１
）。

　

歯
科
施
設
基
準
が
大
幅
に
改
変

・
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、「
お
お
い
に
不
満
」
35
・
３

％
、「
不
満
」
37
・
８
％
、「
ど
ち

ら
で
も
な
い
」
25
・
２
％
と
な

り
、「
満
足
」「
お
お
い
に
満
足
」

は
ゼ
ロ
だ
っ
た
（
図
２
）。
改
定

で
い
っ
そ
う
複
雑
に
な
っ
た
施
設

基
準
に
不
満
を
感
じ
て
い
る
会
員

技
工
料
「
引
き
上
げ
」

４
割
に
と
ど
ま
る

　

歯
科
技
工
所
勤
務
の
歯
科
技
工

士
へ
の
賃
上
げ
で
補
綴
関
連
点
数

が
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
委
託
技

工
料
を
「
引
き
上
げ
た
」
は
41
・

２
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
現
状

維
持
は
「
42
・
９
％
」
だ
っ
た
。

わ
ず
か
な
点
数
引
き
上
げ
に
過
ぎ

な
い
た
め
、
歯
科
技
工
料
を
引
き

上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
（
図
３
）。

　

今
回
の
改
定
で
、
金
パ
ラ
は
変

動
率
に
関
わ
ら
ず
改
定
２
カ
月
前

ま
で
の
平
均
素
材
価
格
に
応
じ
年

４
回
の
改
定
に
変
更
に
な
っ
た
。

期
待
す
る
改
善
策
に
つ
い
て
聞
い

た
と
こ
ろ
（
複
数
回
答
）、「
素
材

価
格
で
な
く
市
場
価
格
で
」
39
・

５
％
、「
代
替
材
料
を
増
や
す
」

33
・
６
％
、「
金
属
の
現
物
支
給

等
検
討
し
て
ほ
し
い
」
25
・
２

％
、「
患
者
の
一
部
負
担
金
に
反

映
し
な
い
補
助
金
」
21
・
０
％
、

「
年
４
回
で
な
く
毎
月
改
定
」
20

・
２
％
と
な
っ
て
お
り
（
図

４
）、
さ
ら
な
る
改
善
を
求
め
て

い
る
。

　

ク
ラ
ウ
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
維
持
管

理
料
（
補
管
）
の
対
象
か
ら
金
パ

ラ
・
銀
合
金
の
単
冠
が
除
か
れ
、

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
や
ブ
リ
ッ
ジ

な
ど
は
残
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、「
評
価
し
な
い
」
は
61
・
３

％
、「
評
価
す
る
」
は
20
・
２
％

だ
っ
た
（
図
５
）。

歯
科
訪
問
診
療

「
実
施
し
な
い
」３
割

　

歯
科
訪
問
診
療
に
つ
い
て
は
、

「
実
施
し
て
い
な
い
し
今
後
も
行

わ
な
い
」
36
・
１
％
（
前
回
比
＋

10
・
７
％
）、「
実
施
し
て
お
り
続

け
る
予
定
」
34
・
４
％
（
前
回
比

▲
９
・
９
％
）、「
実
施
し
て
い
な

い
が
要
請
が
あ
れ
ば
検
討
」
21
・

３
％
、「
実
施
し
て
い
る
が
や
め

る
予
定
」
１
・
７
％
と
な
っ
た

（
図
６
）。
国
が
主
導
し
て
在
宅

歯
科
医
療
を
推
進
し
て
い
る
が
、

思
う
よ
う
に
す
す
ん
で
い
な
い
状

況
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

改
善
項
目
ト
ッ
プ
は

「
初
再
診
料
の
引
き
上
げ
」

　

改
定
内
容
の
主
な
把
握
方
法
に

つ
い
て
は
、「
保
険
医
協
会
の

『
要
点
と
解
説
』
冊
子
や
改
定
研

究
会
」
が
最
も
多
く
53
・
８
％

で
、
引
き
続
き
充
実
し
た
情
報
提

供
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。「
厚
労

省
の
資
料
や
解
説
動
画
」
21
・
９

％
、「
歯
科
医
師
会
か
ら
の
情

報
」
17
・
７
％
と
続
く
（
図
７
）。

　

歯
科
診
療
報
酬
に
つ
い
て
、
特

に
改
善
し
て
ほ
し
い
項
目
（
五
つ

ま
で
選
択
可
）
に
つ
い
て
は
、
上

位
か
ら
「
初
診
料
・
再
診
料
の
点

数
引
き
上
げ
」
74
・
８
％
、「
基

礎
的
技
術
料
の
引
き
上
げ
（
歯
周

治
療
、
根
管
治
療
、
有
床
義
歯
な

ど
）」
63
・
０
％
、「
ク
ラ
ウ
ン
・

ブ
リ
ッ
ジ
維
持
管
理
料
な
ど
成
功

報
酬
の
全
廃
で
、
歯
科
の
専
門
的

技
術
料
引
き
上
げ
」
37
・
８
％
、

「
包
括
さ
れ
た
技
術
料
の
復
活

（
Ｐ
基
処
、
ラ
バ
ー
ダ
ム
、
歯
肉

息
肉
除
去
、
補
強
線
、
ス
タ
デ
ィ

モ
デ
ル
等
）」
31
・
１
％
、「
補
管

を
廃
止
し
て
技
術
料
を
引
き
上
げ

る
」
27
・
７
％
と
な
っ
た
（
図

８
）。

　

歯
科
医
療
費
抑
制
を
前
提
と
し

た
わ
ず
か
な
財
源
で
行
っ
た
今
回

の
改
定
は
、
会
員
の
要
求
に
見
合

っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
。
協

会
は
、
基
本
診
療
料
と
基
礎
的
技

術
料
の
引
き
上
げ
を
は
じ
め
と
し

て
、
２
０
２
６
年
度
改
定
に
向
け

て
診
療
報
酬
改
善
要
求
を
強
く
求

め
て
い
る
。
歯
科
部
会
に
要
望
や

意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
た
い

（
１
面
参
照
）。

は
７
割
を
超

え
た
。

診
療
報
酬
に
よ
る
露
骨
な
政
策
誘
導
を
や
め
よ

やや
マイナス
25.2％

かなりプラス
0.8％

無回答 3.4％
かなり
マイナス
7.6％

変わらない
47.1％

その他 3.4％

ややプラス
12.6％

引き上げた
41.2％

現状維持
42.9％

無回答 5.9％
その他
10.1％

素
材
価
格
で
な
く

市
場
価
格
で

年
４
回
で
な
く

毎
月
改
定

患
者
の
一
部
負
担
金
に

反
映
し
な
い
補
助
金

代
替
材
料
を
増
や
す

金
属
の
現
物
支
給
等

検
討
し
て
ほ
し
い

そ
の
他

（％）
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歯
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治
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管

治
療
、
有
床
義
歯
な
ど
）

補
管
を
廃
止
し
て

技
術
料
を
引
き
上
げ
る

包
括
さ
れ
た
技
術
料
の
復
活

（
Ｐ
基
処
、
ラ
バ
ー
ダ
ム
、

歯
肉
息
肉
除
去
、
補
強
線
、

ス
タ
デ
ィ
モ
デ
ル
等
）

ク
ラ
ウ
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
維
持
管
理

料
な
ど
成
功
報
酬
の
全
廃
で
、

歯
科
の
専
門
的
技
術
料
引
上
げ

74.8
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37.8
31.1 27.7
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評価しない
61.3％

無回答
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厚労省の
資料や解説動画
21.9％

保険医協会の
「要点と解説」冊子や

改定研究会
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歯科医師会
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17.7％

その他
4.2％
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35.3％
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無回答 1.7％

どちら
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満足、
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図１　改定前と比べて請求額は変わりましたか（歯科） 図２　今次改定で施設基準が大幅に改変・追加
され複雑になったことについて　

図３　歯科委託技工料の引き上げをしましたか

図７　改定内容の主な把握方法を
一つ選んでください

図５　 クラウン・ブリッジ維持管理料（補管）の
対象から金パラ・銀合金の単冠が除かれ、
CAD/CAM冠やブリッジなどは残されたこ
とについて

図６　歯科訪問診療をしていますか

図８　歯科診療報酬について、特に改善してほしい
項目（複数選択可・五つまで）　　　

図４　金パラ「逆ザヤ」状態の解消へ期待する改善策
について（複数回答可）　　　　　　　

「保険でより良い歯科医療を求める」「保険でより良い歯科医療を求める」
署名にご協力を！署名にご協力を！
　協会歯科部会は、①窓口負担の引き下げ　②保
険適用範囲の拡大　③国の歯科予算の大幅拡大を
求める請願署名に取り組んでいます。
　すべての国民が、いつでも、どこでも、お金の
心配なく歯科治療を受けられるよう、署名へのご
協力をお願いいたします。

※まずは先生のご署名を！職員、患者さんにも呼
びかけてください。
※署名用紙や署名付きポケットティッシュなどグ
ッズのご注文は、☎078－393－1809まで

▲署名用紙。オンライン
署名は上の二次元コード
から！

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り
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享
年
77
歳



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第２０９９号２０２５年(令和７年)４月１５日(毎月３回５・15・25日発行) （４）

感 想 文

参 加 記

　

協
会
地
域
医
療
部
と
但
馬
支
部

が
３
月
23
日
に
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

で
開
催
し
た
第
37
回
地
域
医
療
を

考
え
る
懇
談
会
「
但
馬
地
域
に
お

け
る
医
療
供
給
体
制
の
現
状
と
こ

れ
か
ら
〜
人
口
減
少
社
会
に
お
け

る
病
診
連
携
の
あ
り
方
を
考
え
る

〜
」（
前
号
既
報
）。

　

参
加
し
た
公
立
豊
岡
病
院
組
合

日
高
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
小
松
素

明
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

協
会
も
参
加
す
る
、
原
発
を
な

く
し
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す

る
兵
庫
の
会
が
３
月
８
日
、
福
島

を
わ
す
れ
な
い
「
メ
モ
リ
ア
ル
集

会
」
を
開
催
。「
迷
走
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム　

乾
式
貯
蔵
の
現
状
」
を
テ

ー
マ
に
、
毎
日
新
聞
専
門
編
集
委

員
の
大
島
秀
利
氏
が
講
演
し
た

（
前
号
既
報
）。
参
加
し
た
川
西

敏
雄
参
与
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

協
会
も
参
加
す
る
非
核
の
政
府

を
求
め
る
兵
庫
の
会
は
３
月
30

日
、
協
会
会
議
室
で
第
39
回
総
会

を
開
催
し
、
会
員
・
市
民
ら
20
人

が
参
加
し
た
。
記
念
講
演
で
は
元

毎
日
新
聞
記
者
で
現
在
フ
リ
ー
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
小
山
美
砂
さ
ん

が
講
演
し
た
。

　

３
月
24
日
に
、
外
国
艦
艇
に
非

核
証
明
書
提
出
を
義
務
づ
け
た
非

核
「
神
戸
方
式
」
の
も
と
、
50
年

間
入
港
で
き
な
か
っ
た
米
艦
艇
が

神
戸
港
に
入
港
し
て
お
り
、
そ
の

直
後
の
総
会
と
な
っ
た
。
こ
れ
を

受
け
総
会
で
は
、
神
戸
市
が
「
非

核
証
明
書
」
の
提
出
を
拒
む
米
艦

艇
の
入
港
を
認
め
た
こ
と
に
抗
議

　

冒
頭
に
豊
岡
市
で
開
業
さ
れ
て

い
る
谷
垣
正
人
先
生
か
ら
の
講

演
。
豊
岡
市
の
高
齢
者
入
院
事
情

を
考
え
る
と
の
こ
と
で
、
人
口
当

た
り
の
入
院
率
に
つ
い
て
豊
岡
市

が
県
内
で
低
い
と
の
指
摘
。
患
者

が
急
病
に
な
っ
た
場
合
の
基
幹
病

院
へ
の
入
院
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

と
の
指
摘
。
市
全
体
で
慢
性
疾
患

の
入
院
需
要
に
応
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
と
指
摘
さ
れ
た
。

　

次
に
朝
来
市
で
開
業
さ
れ
て
い

る
黒
瀬
博
計
先
生
か
ら
の
講
演
。

但
馬
地
域
で
の
在
宅
医
療
の
実
践

と
の
こ
と
で
、
自
院
で
さ
れ
て
い

る
在
宅
医
療
の
実
践
に
つ
い
て
話

を
さ
れ
、
在
宅
医
療
の
現
在
の
問

題
点
、
将
来
の
方
向
性
に
つ
い
て

話
を
さ
れ
た
。
職
種
を
超
え
た
勉

強
会
、
施
設
の
枠
を
超
え
た
協
力

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
必
要

と
の
こ
と
。

ト
ニ
ウ
ム
再
生
方
式
を
採
用
せ

ず
、
使
用
済
み
核
燃
料
（
高
放
射

性
廃
棄
物
）
の
再
生
は
行
わ
ず
、

即
処
分
方
針
を
選
択
し
た
が
、
日

本
は
各
国
の
方
針
と
乖
離
し
、
Ｍ

Ｏ
Ｘ
（
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
燃
料
）
燃
料
製
造
な
ど
プ
ル

サ
ー
マ
ル
方
式
に
固
執
し
て
い
る

の
が
現
状
だ
。
日
本
の
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
保
有
量
は
約
44
・
５
ト
ン
あ

り
、
今
後
の
利
用
予
定
は
ほ
と
ん

ど
な
い
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
使
用
済

み
核
燃
料
を
運
び
、
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
の
抽
出
を
行
う
た
め
毎
年
多
額

の
経
費
を
計
上
し
て
い
る
。

　

一
方
、
日
本
で
は
最
終
処
理
施

設
並
び
に
そ
の
場
所
は
未
定
で
あ

る
。
そ
の
た
め
使
用
済
み
燃
料
は

中
間
貯
蔵
施
設
あ
る
い
は
乾
式
貯

蔵
施
設
に
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。

「
ト
イ
レ
の
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
」

と
も
言
わ
れ
る
。

　

日
本
の
電
力
会
社
で
一
番
切
羽

詰
ま
っ
て
い
る
の
は
関
西
電
力
だ

そ
う
だ
。
理
由
に
つ
い
て
、
一
つ

は
六
ヶ
所
村
の
中
間
貯
蔵
施
設
の

99
％
（
２
９
６
８
ト
ン
）
が
埋
ま

っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最

終
貯
蔵
地
が
未
定
の
ま
ま
で
あ

る
。
二
つ
目
は
、
原
発
の
再
稼
働

を
し
続
け
る
た
め
、
使
用
済
み
燃

料
も
増
え
続
け
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。

　

夢
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
は
次
々

と
破
綻
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
再
抽
出

再
利
用
の
シ
ス
テ
ム
も
完
全
に
破

綻
し
て
い
る
。

　

常
軌
を
完
全
に
逸
し
た
運
営
を

各
電
力
会
社
な
ど
は
行
っ
て
い
る

が
、
国
は
黙
認
し
、
金
だ
け
湯
水

の
ご
と
く
使
っ
て
い
る
。
辺
野

古
の
工
事
な
ど
と
同
じ
く
予
算

も
な
く
、
青
天
井
の
ま
ま
延
々

と
突
き
進
ん
で
い
る
。
ど
う
ス

ト
ッ
プ
を
か
け
る
の
か
？　

今

の
政
権
を
変
え
な
い
と
こ
の
流

れ
は
止
ま
ら
な
い
。

　

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

詳
し
く
は
以
下
か
ら
閲
覧
で
き

ま
す
。

https://mainichi.jp/plutonium/

　

大
島
氏
か
ら
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

の
破
綻
と
使
用
済
み
核
燃
料
処
理

方
法
の
未
解
決
問
題
に
つ
い
て
講

演
を
い
た
だ
い
た
。

　

日
本
・
仏
以
外
の
国
で
は
プ
ル

　

最
後
に
公
立
豊
岡
病
院
副
院
長

の
那
須
通
寛
先
生
か
ら
の
講
演
。

地
域
包
括
医
療
に
お
け
る
豊
岡
病

院
の
現
状
を
お
話
し
さ
れ
た
。
豊

岡
病
院
の
急
性
期
病
院
と
し
て
の

取
り
組
み
の
紹
介
。
救
急
医
療
の

課
題
の
提
示
を
さ
れ
た
。
豊
岡
病

院
は
京
丹
後
市
の
久
美
浜
地
区
か

ら
の
搬
送
も
多
く
、
但
馬
の
医
療

を
考
え
た
場
合
に
は
久
美
浜
地
区

も
含
め
て
考
え
て
い
く
の
が
必
要

だ
と
指
摘
。
ま
た
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
Ｒ
の

方
の
救
急
搬
送
も
問
題
が
あ
り
、

圏
域
全
体
の
Ａ
Ｃ
Ｐ
教
育
が
必
要

不
可
欠
と
の
こ
と
。

　

３
人
の
先
生
方
の
講
演
を
聞
き

新
た
な
知
見
も
得
た
。
今
ま

で
地
域
医
療
構
想
で
は
２
０

２
５
年
に
向
け
て
の
体
制
構

築
を
し
て
い
た
が
、
今
後
但

馬
地
区
で
は
高
齢
者
は
増
え

ず
労
働
者
と
な
り
う
る
生
産

者
年
齢
人
口
が
激
減
す
る
こ

と
が
決
定
的
な
た
め
、
地
域

医
療
構
想
に
つ
い
て
は
２
０

４
０
年
や
２
０
６
０
年
を
念

頭
に
置
い
た
地
域
医
療
体
制

の
確
立
が
必
要
で
あ
る
と
感

じ
た
。

【
公
立
豊
岡
病
院
組
合
日
高

ク
リ
ニ
ッ
ク

 

院
長　

小
松　

素
明
】

を
求
め
る
「
特
別
決
議
」
を
採
択

し
た
。

　

記
念
講
演
で
小
山
さ
ん
は
旧
ソ

連
の
核
実
験
に
よ
る
被
害
を
受

け
、
現
在
核
兵
器
禁
止
条
約
で
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
を
実
際
に
取
材
し
た
経

験
を
話
し
た
。

　

現
在
も
続
い
て
い
る
被
害
と
現

地
の
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
の
リ
ア
ル

す
る
と
と
も
に
、
国
内
外
か
ら
高

く
称
賛
さ
れ
、
神
戸
市
民
の
宝
で

あ
る
非
核
「
神
戸
方
式
」
の
厳
守

な
声
、
国
際
的

に
は
役
割
を
果

た
し
て
い
る
と

さ
れ
る
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
政
府
に

も
、
国
内
の
ヒ

バ
ク
シ
ャ
か
ら

は
厳
し
い
目
が

あ
る
こ
と
な
ど

が
紹
介
さ
れ
、

参
加
者
と
も
活

発
に
意
見
交
換

が
な
さ
れ
た
。

懇
談
会
で
は
医
療
政
策
の
問
題
点
と

医
療
提
供
の
実
態
が
指
摘
さ
れ
た　

大島さんが核燃料サイクルの破綻の
実態を参加者に紹介　　　　　　　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
取
材
し
た
経
験
か
ら　
　
　

核
兵
器
禁
止
条
約
の
重
要
性
を
語
る
小
山
さ
ん

但
馬
の
地
域
医
療

新
た
な
知
見
を
得
た

非
核「
神
戸
方
式
」を
守
れ

国
際
的
な
流
れ
と
乖
離
し
て

い
る
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策

 

参
与　
　

川
西　

敏
雄

第
37
回
地
域
医
療
を
考
え
る
懇
談
会

非
核
の
政
府
を
求
め
る
兵
庫
の
会　

総
会

原
発
を
な
く
す
会
「
メ
モ
リ
ア
ル
集
会
」

兵庫県保険医協会役員改選の公示兵庫県保険医協会役員改選の公示
理事長　西山　裕康

　「兵庫県保険医協会規約」および「役員等選出規程」にもとづく協会
役員等の選出を、来る５月18日の第105回評議員会で行います。
　下記の通り公示しますので、立候補される先生は所定の手続きにもと
づき、届け出てください。

－　記　－

【役職と定数】
　理事長　　　　１　名
　副理事長　　　若干名
　議長　　　　　１　名
　副議長　　　　若干名
　理事　　　　　若干名
　監事　　　　　若干名
【任　期】
　２年（2025年６月～2027年５月）
【改選日時】
　第105回評議員会

　2025年５月18日（日）13時～
　於　保険医協会５階会議室
【立候補締切日時】
　2025年５月11日（日） 12時
【立候補届出の方法】
　医科会員は各支部、 歯科会員は
歯科部会の推薦を経て、 所定の立
候補届出書を使用し、 立候補締切
日時までに兵庫県保険医協会事務
局へお届けください（立候補届出
書は協会事務局にあります）。

◇
出
席　

16
人

◇
情
勢　

石
破
茂
首
相
は
、
高
額

療
養
費
制
度
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
今
年
８
月
の
患
者
負
担
限
度

額
引
き
上
げ
を
見
送
る
と
発
表
し

た
。
与
野
党
や
患
者
団
体
の
反
発

を
受
け
、
３
度
目
の
方
針
転
換
。

◇
医
療
運
動
対
策　

保
団
連
「
保

険
証
を
使
い
続
け
た
い
！
」
署
名

に
つ
い
て
、
１
万
部
を
注
文
し
、

各
会
員
に
見
本
を
届
け
、
必
要
に

応
じ
て
無
料
で
提
供
す
る
こ
と
が

了
承
さ
れ
た
。

◇
歯
科
部
会
・「
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連
絡
会　

①
保
団
連
２
０
２
６
年
診
療
報
酬

改
定
に
向
け
た
歯
科
改
善
要
求
に

つ
い
て
、
兵
庫
協
会
と
し
て
「
２

０
２
６
年
６
月
歯
科
診
療
報
酬
改

定
に
向
け
た
不
合
理
是
正
・
改
善

要
求
」
ア
ン
ケ
ー
ト
に
取
り
組
む

こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
②
兵
庫
連

絡
会
と
し
て
、
Ｍ
Ｂ
Ｓ
毎
日
放
送

の
取
材
依
頼
に
応
え
て
出
演
し
た

報
道
・
情
報
番
組
『
よ
ん
チ
ャ
ン

Ｔ
Ｖ
』
の
放
送
日
が
４
／
９
に
変

更
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
環
境
・
公
害
対
策
部　

①
「
ふ

る
さ
と
を
返
せ　

津
島
原
発
訴

訟
」
の
「
公
正
な
判
決
を
求
め
る

団
体
署
名
」
に
協
力
す
る
こ
と
、

②
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題
に
関
す
る
「
水

道
に
お
け
る
水
質
基
準
等
の
見
直

し
に
つ
い
て
（
第
１
次
報
告

案
）」
及
び
「
水
質
汚
濁
に
係
る

人
の
健
康
の
保
護
に
関
す
る
環
境

基
準
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
（
第

７
次
報
告
案
）」
へ
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
に
意
見
提
出
す
る
こ

と
、
③
泊
原
発
３
号
機
・
東
通
原

発
の
再
稼
働
に
対
す
る
抗
議
声
明

を
提
出
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ

た
。

 

（
３
月
22
日　

理
事
会
よ
り
）



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)２０２５年(令和７年)４月１５日(毎月３回５・15・25日発行)（５） 第２０９９号

最新の法改正に対応し、
職員定着をはかるポイン
トを語る桂社労士　　　

　

姫
路
・
西
播
支
部
は
２
月
１
日

に
医
院
経
営
研
究
会
を
姫
路
市
内

で
開
催
。
社
会
保
険
労
務
士
の
桂

好
志
郎
先
生
が
「
採
用
・
定
着
の

ポ
イ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

し
、
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
ら
10
人

（
う
ち
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
６
人
）
が
参
加

し
た
。
い
づ
み
心
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

職
員
の
織
田
あ
や
氏
の
感
想
を
紹

介
す
る
。

「個人保険」団体割引のご案内

明治安田・大樹・富国・三井住友海上あいおい生命の個人保険にご加入の先生方は、協会

の自動引落をご利用になると、保険料の団体割引が適用されます。ぜひ、ご利用ください。

明治安田生命、大樹生命、富国生命、
　　　　三井住友海上あいおい生命の 　

　　個人保険にご加入の皆様へ

来場お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

お問い合わせは共済部「保険医年金」担当（☎078－393－1805)まで

　「年金融資」は、「保険医年金」ご加入中の方が資金ご入用の場合
に、「保険医年金」の加入を継続したまま融資を受けられる、兵庫県医
療信用組合との提携融資制度です。ぜひ、ご利用ください。

「保険医年金」ご加入の皆さまへ ――

「年金融資」をご利用ください
〈貸付金利〉

返済期間
１年～５年以内 年0.950％

５年超～７年以内 年1.000％

　※最高1,000万円まで（ただし年金積立金限度）
　　毎週木曜申込締切、翌週金曜実行

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

スタッフの採用・育成でお困りではありませんか？ 経営状況を把握していますか？

医院経営に関する幅広い知識を習得できる！

医院経営研究会ご入会くださご入会ください!い!
会費は月額2,000円

◎毎月のセミナー（１回3,000円）を参加費無料で受講できます
　（パソコン講座（通常7,000円）はパソコン使用料1,000円のみを頂きます）
◎セミナーのテキストとレポート（通常2,000円）を無料でお届けします
◎協会推奨の伝票類（通常１冊200円）が無料でご利用いただけます
◎税理士や社労士など専門家との個別相談が無料（年２回まで。通常１時間5000円）
◎ 医院経営にすぐ役立つ書籍（通常1,000円）を改訂毎に無料でお届けします

◆セミナー（例会）予定

※ 原則として毎月第４土曜日の14時30分～17時に開催。パソコン講座以外は、
Zoom配信も予定

※ 2025年６月以降も「日常記帳」等毎月開催！テーマは改めてお知らせします

５月24日（土）もめない「相続」のために

①
典
型
的
ブ
ル
シ
ッ
ト
ジ
ョ
ブ

―
定
額
給
付
金
の

　

源
泉
徴
収
と
確
定
申
告

　

マ
イ
ナ
保
険
証
や
各
種
申
請
・

手
続
き
の
電
子
化
に
追
わ
れ
日
々

を
過
ご
す
が
、
そ
れ
自
体
は
何
も

利
は
生
ま
な
い
。
本
業
は
細
っ
た

ま
ま
だ
と
い
う
の
が
大
方
の
実
情

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

一
年
限
り
の
定
額
減
税
も
そ
れ

だ
。
６
月
か
ら
小
分
け
し
て
源
泉

税
天
引
き
、
年
末
調
整
、
そ
し
て

自
身
は
確
定
申
告
で
所
得
を
確
定

さ
せ
対
象
と
な
る
か
の
判
断
が
必

要
だ
っ
た
。

②
ワ
ク
チ
ン
接
種
１
０
０
０
万
円

　

超
え
で
ま
さ
か
の
消
費
税
課
税

　

令
和
５
〜
６
年
の
基
準
期
間
で

あ
る
令
和
３
〜
４
年
に
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
で
課
税
収
入
１
０
０

　

他
業
種
に
お
い
て
も
飲
食
業
の

休
業
補
助
金
が
終
わ
り
、
ゼ
ロ
ゼ

ロ
融
資
と
い
う
し
ば
ら
く
の
延
命

の
ツ
ケ
が
来
て
い
る
。「
減
収
は

自
己
責
任
」
と
さ
ら
に
事
業
淘
汰

に
拍
車
を
か
け
た
の
が
、
手
間
だ

け
か
か
っ
て
利
益
は
削
ら
れ
る
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
だ
。

④
役
所
本
位
の

　

Ｄ
Ｘ
化
の
影
響

　

税
務
署
は
、
納
付
書
は
原
則
送

ら
ず
、
用
紙
配
布
コ
ー
ナ
ー
は
廃

止
し
た
。

　

あ
る
市
役
所
で
は
夜
間
書
類
受

付
箱
を
撤
去
し
、
直
接
持
参
か
郵

送
の
み
に
。
各
部
署
に
手
紙
を
配

分
す
る
仕
事
を
省
く
合
理
化
な
の

だ
ろ
う
。
こ
の
勢
い
な
ら
、
今
年

か
ら
紙
で
の
申
告
に
収
受
日
付
印

を
や
め
た
税
務
署
も
早
晩
同
じ
よ

う
に
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
導
入
や
振
込
通

委
託
に
と
ど
ま
ら
な
い
公
的
行
政

の
民
営
化
が
す
す
む
。
す
で
に
一

部
自
治
体
で
は
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ

ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
で
の
納
税
催
告
が

採
用
さ
れ
て
い
る
。

⑤
手
書
き
申
告
書
は
至
難
の
技

―
税
務
署
業
務
の

　

電
子
化
・
分
業
化

　

複
雑
な
扶
養
控
除
等
申
告
書

や
、
各
控
除
な
ど
の
意
味
を
理
解

し
て
手
書
き
で
確
定
申
告
書
を
作

成
す
る
の
は
執
念
が
な
い
と
で
き

な
い
。
だ
か
ら
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

か
ら
デ
ー
タ
の
読
み
込
み
が
便
利

だ
、
と
い
う
が
、
い
ち
い
ち
の
取

り
込
み
は
簡
単
で
は
な
い
。

　

確
定
申
告
の
複
雑
化
に
よ
り
、

今
や
国
税
庁
の
確
定
申
告
書
作
成

コ
ー
ナ
ー
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な

い
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
落
と
し

穴
は
、
入
力
間
違
い
と
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
の
誤
読
。
こ
れ
を
防
ぐ
に

０
万
円
を
超
え
た
と
い
う
ケ
ー
ス

は
消
費
税
の
申
告
が
必
要
と
な

る
。
も
し
も
無
申
告
だ
っ
た
場

合
、
修
正
申
告
し
た
方
が
加
算
税

の
加
重
制
裁
を
受
け
ず
に
済
む
。

ま
た
、
令
和
２
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ

や
物
価
高
騰
各
種
補
助
金
の
計
上

漏
れ
も
し
ば
ら
く
あ
り
う
る
。

③
改
定
に
よ
る
収
入
減

　

定
期
受
診
の
患
者
が
少
な
い
医

療
機
関
で
は
顕
著
に
収
入
減
と
な

っ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
コ
ロ
ナ
補

助
金
や
診
療
報
酬
の
コ
ロ
ナ
特
例

終
了
の
影
響
が
大
き
い
。
診
療
報

酬
改
定
、
特
に
特
定
疾
患
療
養
管

理
料
の
劇
的
減
収
か
ら
は
、
過
重

勤
務
の
病
院
勤
務
医
か
ら
開
業
医

に
転
じ
よ
う
に
も
、
残
る
も
地

獄
、
去
る
も
地
獄
の
「
持
続
可
能

な
医
療
体
制
確
保
」
を
、
厚
労
省

・
財
政
審
は
目
指
し
て
い
る
と
も

思
え
る
。

知
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
３
カ
月
限

り
な
ど
、
役
所
の
効
率
化
優
先
が

露
骨
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
だ
ま
だ
診
療
余
力
の
あ
る
開

業
医
の
廃
業
も
あ
っ
た
。
収
入
の

低
下
も
あ
る
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
、
振
込
通
知
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
に
よ
る
保
管
、
マ
イ
ナ
保
険
証

ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応
と
業
者
の
不

親
切
な
ど
が
背
景
に
あ
る
よ
う

だ
。
不
毛
の
複
雑
化
で
同
業
税
理

士
の
廃
業
、
補
助
金
な
ど
の
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
廃
業
も
見
聞
し

た
。

　

税
務
署
や
自
治
体
の
納
税
者
情

報
の
管
理
・
集
積
は
、
金
融
機
関

の
預
貯
金
情
報
な
ど
を
統
合
し
た

「
ピ
ピ
ッ
ト
リ
ン
ク
」「
ダ
イ

ス
」
な
ど
の
民
間
企
業
に
委
託
さ

れ
始
め
て
い
る
。
資
産
・
負
債
と

い
っ
た
金
融
機
関
が
持
つ
情
報

を
、
税
務
官
庁
が
収
集
・
集
積
す

る
こ
と
を
無
制
限
に
認
め
て
よ
い

か
問
わ
れ
る
。
人
材
派
遣
業
へ
の

は
前
年
と
の
対
比
や
な
ぜ
そ
う
な

っ
た
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

税
務
行
政
は
時
系
列
、
業
種
、

全
国
統
計
の
デ
ー
タ
か
ら
、
税
務

調
査
に
向
け
た
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を

構
築
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。

⑥
税
務
調
査

―
簡
易
な
接
触
方
式
と

　

強
権
調
査
の
併
用

　

コ
ロ
ナ
期
に
対
面
調
査
は
大
幅

に
減
っ
た
。
蓄
積
デ
ー
タ
と
解
析

に
よ
り
調
査
先
を
選
定
し
、「
お

尋
ね
文
書
」
な
ど
簡
易
的
な
方
法

に
よ
る
接
触
を
推
進
。
コ
ロ
ナ
で

現
場
調
査
の
体
験
の
な
い
若
い
署

員
達
が
増
え
た
の
で
、
そ
の
研
修

を
兼
ね
て
だ
ろ
う
。

　

い
ざ
調
査
に
来
る
と
机
上
の
論

の
非
情
さ
と
ピ
ン
ト
は
ず
れ
の
両

面
が
あ
る
と
同
業
者
も
言
う
。
か

く
し
て
「
楽
し
い
日
本
」
は
遠
の

く
ば
か
り
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

ポストコロナの影響が顕著
令和６（2024）年分確定申告の特徴

採用と定着のポイント
～雇用関連法の改正を活かす～

協会税務講師団　　浦上　立志 税理士

姫路・西播支部　医院経営研究会姫路・西播支部　医院経営研究会

コミュニケーションの
重要性を再認識

感
想
文

　

こ
の
た
び
姫
路
・
西
播
支
部
の

医
院
経
営
研
究
会
に
お
い
て
社
会

保
険
労
務
士
の
桂
好
志
郎
先
生
の

講
義
を
聞
く
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。「
採
用
」
と
そ
の
後
の
「
定

着
」
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
お
話

は
、
身
に
つ
ま
さ
れ
る
こ
と
ば
か

り
。
昨
今
は
法
改
正
も
頻
繁
で
す

し
、
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、

世
の
流
れ
に
敏
感
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
採
用
に
至
る
ま
で
の
注

意
点
を
聞
き
な
が
ら
、
的
外
れ
な

や
り
方
で
は
う
ま
く
い
か
な
い
ん

だ
な
あ
と
痛
感
し
ま
し
た
。
人
手

不
足
が
常
態
化
す
る
な
か
、
配
布

　

次
に
、
入
職
後
い
か
に
定
着
し

て
も
ら
え
る
か
。
ね
ぎ
ら
い
や
励

ま
し
の
言
葉
を
か
け
る
な
ど
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
い
か
に
大

事
か
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
集
中
力
が
途
切
れ
る

こ
と
な
く
聴
講
で
き
た
の
は
、
先

生
の
ご
経
験
に
基
づ
く
具
体
例
が

多
く
、
私
ど
も
の
日
々
の
業
務
と

照
ら
し
て
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
内

容
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。

　

参
加
者
と
の
質
疑
応
答
で
は
共

感
す
る
点
が
あ
り
、
自
分
た
ち
の

や
り
方
の
振
り
返
り
の
場
と
も
な

り
ま
し
た
。
労
務
管
理
に
つ
い
て

は
カ
バ
ー
す
る
対
象
が
広
い
う
え

に
奥
が
深
く
、
こ
の
よ
う
な
研
修

が
今
後
も
繰
り
返
し
開
催
さ
れ
る

こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
姫
路
市　

い
づ
み
心
の
ク
リ
ニ

ッ
ク
・
職
員

織
田　

あ
や
】

資
料
に
掲
載
さ

れ
た
求
人
に
関

す
る
特
記
事
項

の
例
は
、
読
む

と
ま
さ
に
働
き

た
く
な
る
よ
う

な
内
容
で
、
感

心
し
ま
し
た
。

日　時　４月26日（土）14時30分～17時
会　場　協会６階会議室
講　師　桂労務社会保険総合事務所　社会保険労務士

桂　好志郎先生
参加費　3,000円（医経研会員は無料）
Zoomによるオンライン申込
　右二次元コード、または下記URLから前日
までにご登録後、アクセス方法や資料のダウ
ンロード方法を案内するメールが届きます。
https://tinyurl.com/5cavrvz3

医院経営研究会　第449回例会医院経営研究会　第449回例会
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－773－ 淀川キリスト教病院　産婦人科医長 柴田　綾子先生講演

性感染症の検査と治療法アップデート

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809までお申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

　性感染症は「まれにみる疾患」や
「恥ずかしい病気」ではなく、どこ
にでも誰にでも起こり得る身近な問
題です。医療従事者は患者さんへ偏
見をもつことなく、中立的な立場か
ら正確な情報提供を行う必要があり
ます。

１．クラミジア・淋菌
　クラミジア感染女性の90％近く、
淋菌感染女性の50％以上が無症状と
いう報告もあり、無症状であっても
感染は除外できません。臨床現場で
は、性活動のある方に帯下異常、会
陰のかゆみ、不正出血、腹痛、発
熱、咽頭痛などがある場合は検査を
提案します。
　検査は、クラミジア・淋菌の核酸
増幅法検査（PCR法、SDA法、TMA
法）で、子宮頸管粘液、帯下、尿な
どで検査します。血液検査によるク
ラミジアの抗体検査（IgG、IgA）
は、治療後も陽性が持続し現在の感
染を診断できないため推奨されてい
ません。検査が陽性の場合は、パー
トナーも検査・治療が必要なことを
必ず説明し、治療が終了するまで
は、性行為を延期するかコンドーム
を着用することを推奨します。
〈クラミジアの治療薬〉
・ ドキシサイクリン（100）
 １日２回　７日間
・ アジスロマイシン（ジスロマック®）
（250） １回４錠単回投与

・ レボフロキサシン（クラビット®）
（500）

 １回１錠１日１回　７日間
〈淋菌の治療薬〉
・  セフトリアキソン（ロセフィン®）
 １g単回静脈投与

２． 性器ヘルペス・ 
尖圭コンジローマ

　陰部の痛みでは性器ヘルペス、ブ
ツブツでは尖圭コンジローマや梅毒
を鑑別にあげます。これらは陰茎以
外の皮膚にも存在するためコンドー
ムでは100％予防できません。また
治療後も神経根や皮膚に潜伏しつづ
けるため、数年後に再発するリスク
があります。
〈性器ヘルペスの治療薬〉
・アシクロビル（ゾビラックス）
 200mg 5T/5　５日間
・ バラシクロビル（バルトレック
ス） 500mg 2T/2　５日間

・ファムシクロビル（ファムビル）
 250mg 3T/3　５日間

〈尖圭コンジローマの治療〉
・ イミキモドクリーム（ベセルナク
リーム） １日１回　週３回
・レーザー凝固、液体窒素凍結、手
術による切除

３．梅毒
　2024年の梅毒患者報告数は14,663
人と過去25年間で最多です。女性は
20代で多く、男性では20～50代で感
染者が多いです。潜伏期間が10～90
日と長く、無症状で進行してしまう
こともあります。性器の潰瘍、口腔
粘膜のブツブツや咽頭炎、手や足の
裏の皮疹、発熱などで鑑別に上げま
す。
〈梅毒の治療薬〉
　ベンジルペニシリンベンザチン水
和物（ステルイズ®）が2022年１月
に発売されました。大人は１回240
万単位（薬価10,025円）で早期梅毒
（感染から１年未満）では１回筋肉
注射、後期梅毒では週１回、合計３
回筋肉注射で投与します。

４．トリコモナス腟症
　帯下の増加や臭いの異常で来院す
ることが多い。
・ メトロニダゾール（フラジール®）
（250）
 １回１錠１日２回 10日間
・ フラジール®腟錠（250）
　 １回１錠１日１回　
 ７～10日間腟内投与

５．帯下異常の治療
　細菌性腟症、カンジダ外陰腟炎は
性感染症ではありません。内服薬ま
たは腟剤の自己挿入等で治療を行
い、症状が改善すれば治療終了で
す。高齢者の場合は、介護者が非滅
菌手袋を使用し腟剤を挿入します。
〈細菌性腟症の治療薬〉
・ フラジール ®内服錠（250）
 １回２錠１日２回　７日間内服
・フラジール®腟錠（250）
　 １回１錠１日１回　
 ７～10日間腟内投与
〈カンジダ外陰腟炎の治療薬〉
　糖尿病患者、妊婦、抗生剤使用後
に発症しやすい。再発時には市販薬
が使用できます。
・ クロトリマゾール（エンペシド®

１％）クリーム
 １日２～３回塗布５～７日間
・ イソコナゾール（アデスタン®）
腟剤（300）
 １回２錠　１週間に１回

・ フルコナゾール（ジフルカンカプ
セル®）（50）
 １回３錠　内服単回

６．患者説明
　外陰部のかゆみや帯下異常では、
不適切な石鹸や下着／ナプキンの使
用により接触性皮膚炎がおきている
こともあるため、以下のアドバイス
を行う。
・ 外陰部・腟はデリケートなため石
鹸等で洗いすぎないようにする
・ ナプキン／タンポンを長時間着け
ていると蒸れるのでこまめに変え
る
・ きつい下着やパンツを通気性のよ
いものに変える。

７．HPVワクチン
　HPV（ヒトパピローマウイルス）
は、子宮頸がん・肛門がん・中咽頭
癌のリスクとなる性感染症ですが、
コンドームでは完全に感染予防でき
ません。HPVワクチンは、日本では
約12～16歳女性（小学校６年～高校
１年相当）は定期接種（無料）で、
17～27歳の女性（1997～2008年４月
１日生まれ）はキャッチアップ接種
で無料です（ただし2025年３月31日
で終了）。
　自費接種の平均的な価格は、２価
と４価では１回約1.5～1.7万円、９
価は１回約3.3～3.6万円です（表）。
・接種方法とタイミング
　HPVワクチンは新型コロナウイル

スのワクチンと同様に筋肉注射とな
ります。筋肉注射では逆血の確認は
不要で、接種部位は揉まないように
します。痛みや緊張による迷走神経
反射や気分不良がでることがあるた
め、背もたれのある椅子に座位また
はベッド上に仰臥位で接種するのが
おすすめです。ワクチン接種後の数
日間は接種部位の発赤や痛みが出る
可能性があります。９価HPVワクチ
ンでは、１回目を15歳までに接種す
れば２回で接種は完了します（図）。
・予防接種ストレス関連反応
　予防接種ストレス関連反応
（ISRR:Immunization Stress-Related 
Responses）とは、予防接種に関連
したストレス・緊張などが原因で起
こる症状で、①急性反応（血管迷走
神経反射）と②遅発性反応（脱力や
非てんかん発作などの解離性神経症
状反応）があります。10代に多く、
注射に対する恐怖心や不安などもリ
スクとなります。ワクチン接種に携
わる医療従事者は、アナフィラキシ
ー症状への対応に加えてISRRを予
防するための配慮や工夫を行う必要
があります。
　HPVワクチン接種後に原因不明の
症状が出現し、症状に改善が見られ
なかったり、精査が必要なときは各
県にある「ヒトパピローマウイルス
感染症の予防接種後に生じた症状の
診療に係る協力医療機関」を紹介す
ることができます。
（３月22日、薬科部研究会より）

価 商品名 接種対象 感染予防できる
HPVの型

添付文書の
効果効能

２ サーバリックス 10歳以上の
女性 16・18 子宮頸がん・子宮頸部異形成・

４ ガーダシル ９歳以上の
男女

16・18・６・
11

子宮頸がん・子宮頸部異形成・
外陰がん・腟がん・肛門がん・
尖圭コンジローマ

９ シルガード ９歳以上の
女性

16・18・６・
11・31・33・
45・52・58

子宮頸がん・子宮頸部異形成・
外陰がん・尖圭コンジローマ
※注

※注意：記載されていないがシルガードにはガーダシルの効果効能も含まれると考えられる

図　HPVワクチンの接種間隔

表　日本のHPVワクチンの種類

※厚生労働省 HPVワクチンリーフレットより引用　https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000901220.pdf

日　時　５月25日（日）14時～17時30分
会　場　県農業会館11階大ホール
講　師　市立伊丹病院歯科口腔外科　科主任部長　太田嘉幸先生

日　時　４月27日（日）14時～17時
会　場　協会会議室（Zoom対応なし）
講　師　東京都・二子玉川矯正歯科　北村　敦先生

歯科施設基準研究会歯科定例研究会

「歯初診」「外安全」「外感染」「歯援診」
「歯援病」「口管強」届出対応

加速矯正による
治療期間短縮のコンセプト
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